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コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
試
み

足
利
短
期
大
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学
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夫

足利短期足利短期大学キャンパス大学キャンパス足利短期大学キャンパス

　

我
が
国
の
高
等
教
育
の
分
野
に
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
新
し
い
シ
ス

テ
ム
が
誕
生
し
た
社
会
的
背
景
や
発
想

に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い

が
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
今
や
全

国
各
地
で
形
成
さ
れ
、
社
会
的
認
知
も

徐
々
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
政
府
も
そ
う
し
た
高
等
教
育
機

関
連
携
組
織
の
必
要
性
と
重
要
性
を
認

識
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
発
表
さ
れ

た
国
の
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
中

に
「
国
立
私
立
大
学
等
の
連
携
等
を
通

じ
た
地
域
振
興
の
た
め
の
取
組
な
ど
の

社
会
貢
献
を
支
援
す
る
」
と
い
う
文
言

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
は
ま
さ
に
時
代
が
要
請
す
る
存
在

と
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

個
別
の
大
学
等
に
は
従
来
か
ら
教

育
・
研
究
・
社
会
貢
献
の
機
能
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

ら
の
機
能
を
複
数
高
等
教
育
機
関
の
連

携
が
も
た
ら
す
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
、

よ
り
大
き
く
総
合
的
に
展
開
さ
せ
よ
う

と
す
る
の
が
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

目
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
知
識
基
盤
社
会

と
な
っ
た
現
代
の
日
本
が
必
然
的
に
高

等
教
育
機
関
に
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
我
々
は
そ
の
こ
と

を
十
分
に
自
覚
し
て
取
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
理
想
が
高
邁
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
そ
の
機
能
を

真
に
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
く
つ
か

の
課
題
が
あ
る
。
例
え
ば
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
構
成
す
る
各
大
学
等
の
学
部
・

学
科
、
規
模
、
研
究
体
制
、
地
理
的
条

件
等
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
異
な
る
要
素
を
う
ま
く
配
合
し

て
新
し
い
価
値
あ
る
も
の
を
生
み
出
す

に
は
、
か
な
り
高
度
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
個
々
の
大
学
等
の
教
職
員

お
よ
び
学
生
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の

認
識
と
意
欲
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
事
業
実
施
結
果
の
効
果
測
定
の

問
題
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
困
難

は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ

ず
つ
克
服
し
て
、
社
会
の
要
請
に
応
え

て
い
く
こ
と
が
我
々
に
与
え
ら
れ
た
役

割
で
あ
ろ
う
。
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宇
都
宮
大
学
で
は
、〝
国
際
キ
ャ

リ
ア
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
８
〞
を

９
月
２０
日（
土
）か
ら
２２
日（
月
）
ま

で
開
催
し
た
。
今
回
で
５
回
目
と

な
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
際
協
力

や
国
際
交
流
に
関
心
を
も
ち
、
国

際
機
関
や
国
際
交
流
団
体
、
あ
る

い
は
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る

N
G
O
や
企
業
な
ど
で
活
躍
し
た

い
と
考
え
る
若
者
た
ち
に
そ
う
し

た
仕
事
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
能
力
、
そ
こ

に
い
た
る
具
体
的
な
道
筋
や
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、2
0
0
4

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
国
際
舞
台

で
活
躍
を
め
ざ
す
若
者
た
ち
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
宇
都
宮
大
学
を
中

心
に
白
鷗
大
学
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
、
作
新
学
院
大
学
、
栃
木
県
、

国
際
協
力
機
構
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球

ひ
ろ
ば
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
ち
ぎ
、
い
っ
く
ら
国
際
文
化
交

流
会
等
の
後
援
、
協
力
を
得
て
実

施
さ
れ
た
。

　

開
講
に
あ
た
り
、
菅
野
宇
都
宮

大
学
学
長
か
ら
、「
世
界
全
体
で

人
・
も
の
・
情
報
の
流
れ
が
活
発

化
し
、
日
本
社
会
の
国
際
化
も
急

速
に
進
行
し
て
い
る
が
、
国
際
機

関
や
N
G
O
な
ど
で
働
く
日
本
人

の
数
は
、
日
本
の
国
力
に
比
し
て

決
し
て
多
く
な
い
。
こ
う
し
た
状

況
下
で
国
際
学
部
を
有
す
る
宇
都

宮
大
学
が
、
国
際
舞
台
で
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
国
際

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
す
る
意
義

は
大
き
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
行

事
を
大
学
内
に
と
ど
め
ず
、
地
域

の
諸
団
体
と
の
協
力
の
も
と
に
企

画
し
、
参
加
対
象
を
広
く
栃
木
県

内
外
の
学
生
・
青
年
・
社
会
人
と

し
て
開
催
す
る
仕
組
み
は
、
地
域

に
開
か
れ
た
こ
れ
か
ら
の
大
学
を

い
ち
早
く
実
践
す
る
も
の
と
し
て

き
わ
め
て
有
意
義
だ
」
と
す
る
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
講
師
と
し
て
国

際
機
関
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
異
文
化
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
国
際
医
療
保
健
な
ど
の

国
際
的
活
動
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
８
名
を
迎
え
、
講
義
、
分

科
会
、
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、
フ
リ
ー

ト
ー
ク
、
全
体
発
表
等
、
２
泊
３

日
の
合
宿
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、参
加
者
数
は
約
１
０
０
名

に
の
ぼ
り
、宇
都
宮
大
学
の
ほ
か
、白

鷗
大
学
、国
際
医
療
福
祉
大
学
、東

京
大
学
、筑
波
大
学
、上
智
大
学
、早

稲
田
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
、大
阪

大
学
、島
根
大
学
な
ど
の
大
学
及
び

企
業
等
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。特
に
、

宇
都
宮
大
学
、白
鷗
大
学
、お
よ
び
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
学
生
に
は
、

セ
ミ
ナ
ー
参
加
に
よ
る
単
位
認
定
が

行
わ
れ
好
評
を
得
た
。最
後
に
、閉
講

式
で
開
催
者
側
か
ら
、本
セ
ミ
ナ
ー
を

全
国
規
模
に
発
展
さ
せ
た
い
抱
負
が

語
ら
れ
閉
会
し
た
。

共催事業　　　　　　宇都宮大学
国際キャリア合宿セミナー2008
　　　　　　　　　　 を開催しました。
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2008.12.6
大学コンソーシアムとちぎサテライト事業委員会 第５回「学生＆企業研究発表会」

2007.7.3
宇都宮共和大学シンポジウム

2008.8.8 
大学コンソーシアムとちぎ学長懇談会及び栃木県知事との懇談会

主催事業

～

主催事業

共催事業

　

平
成
20
年
度
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち

ぎ
学
長
懇
談
会
及
び
知
事
と
の
懇
談
会
が
、

８
月
８
日
（
金
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
長
懇
談
会
で
は
、
栃
木
県
の
大
学
進
学

率
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
予
算
の
概
算
要

求
に
お
け
る
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付

金
、
私
立
学
校
振
興
費
等
削
減
（
3
％
）
の

対
応
に
つ
い
て
な
ど
を
議
題
に
、
活
発
な
論

議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
知
事
と
の
懇
談
会
で
は
、
前
記
の

議
題
の
他
に
、
本
県
芸
術
文
化
の
振
興
を
図

る
た
め
の
「
産
官
学
連
携
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
推
進
に
つ
い
て
、
県
民
の
文
化
財

研
究
・
民
俗
学
研
究
な
ど
の
総
括
や
そ
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

と
ち
ぎ
へ
の
県
・
市
町
の
財
政
支
援
と
人
的

支
援
等
に
つ
い
て
な
ど
が
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
論
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
ち
ぎ
で

は
、
こ
の
懇
談
会
で
議
論
さ
れ
た
「
国
立
大

学
法
人
運
営
費
交
付
金
、
私
学
助
成
費
の
削

減
反
対
（
声
明
文
）
」
の
記
者
発
表
を
左
記

の
と
お
り
行
な
い
ま
し
た
。

国立大学法人運営費交付金及び
私学助成費の削減反対（声明文）記者発表
大学コンソーシアムとちぎは、概算要求基準における

国立大学法人運営費交付金及び私学助成費の削減反対（声明文）
を平成２０年１０月２日（木）に

県政記者クラブ（県庁本館３Ｆ）にて記者発表いたしました。
※詳しくはhttp://www.consortium-tochigi.jp/をご覧ください。



大学コンソーシアムとちぎの
ホームページが　　　
　　　公開されています。
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大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校大学コンソーシアムとちぎ参加校

　大学コンソーシアムとちぎ構成員の方々におかれましては大変お世話になり有難うございます。本年もよろしくお願いし
ます。本年は、まだ雪も少なく暖冬と感じさせますが、それとて寒暖の差がありカゼが流行っています。ご自愛ください。
　さて、私も大学コンソーシアムとちぎ事務局を担当して早１年になろうとしております。各構成機関の事務担当者や各事
業委員会関係者の方々と種々ご連絡を取らさせていただいておりますが、その方々以外の方とお話しをいたしますと大学
コンソーシアムとちぎのことは知っているが、何をやっているのか解らないということをお聞きします。平成１7年４月に設立
されて以来、周知度は図られてきましたが、熟成度は少ないという印象です。これから熟成度を高めるためには新たな事業
の展開が必要だと考えます。大学コンソーシアムとちぎの業務に係わる方々は兼務として従事することとなり大変ですが、
コンソーシアムという特性（多くの人的資源）を活かして英知を出せば進めていけると確信します。と言っても、コンソーシア
ムの業務に偏りがあってはならないと思います。そのためには、分担したそれぞれのセクションに連携をとるためのキーマ
ンが必要だと感じています。構成機関にそれぞれある程度業務が平均化され自責をもって分担することによりコンソーシア
ムに活力が生まれ熟成度を高めることができると考えます。言うことは簡単ですが、これから、これらの具体化に向けて事務
局として情報を得ながら取り組んでいきたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　事務局担当　原　正巳

編集後記

足 利 工 業 大 学

宇都宮文星短期大学

作 新 学 院 大 学

獨 協 医 科 大 学

足 利 短 期 大 学

小山工業高等専門学校

作新学院大学女子短期大学部

白 鷗 大 学

宇 都 宮 共 和 大 学

関東職業能力開発大学校

佐 野 短 期 大 学

文 星 芸 術 大 学

宇 都 宮 大 学

国 際 医 療 福 祉 大 学

帝 京 大 学
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大学コンソーシアムとちぎ役員（平成21年1月1日現在）

大学コンソーシアムとちぎ事務局（平成21年1月1日現在）

宇都宮大学長 
足利工業大学長 
国際医療福祉大学長 
作新学院大学長・作新学院大学女子短期大学部学長 
社団法人栃木県経済同友会代表幹事 
文星芸術大学長 
宇都宮文星短期大学長 
帝京大学長 
放送大学栃木学習センター所長 
関東職業能力開発大学校長
足利短期大学長 
栃木県総合政策部長
宇都宮共和大学長・宇都宮短期大学長 
自治医科大学長  
獨協医科大学長 
國學院大學栃木短期大学長 
小山工業高等専門学校長 
白鷗大学長 
佐野短期大学長 
宇都宮大学副学長 
前学校法人船田教育会監事 
社団法人栃木県経済同友会専務理事  

理  事  長
副理事長
副理事長
副理事長
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理事（事務局長）
監　　事
監　　事

菅野長右ェ門
牛山　　泉
谷　　修一
太田　　周
板橋　敏雄
上野　憲示
上野　孝子
冲永　佳史
鯨井　佑士
久保　　紘
栗原　俊夫
佐藤　順一
須賀　英之
高久　史麿
寺野　　彰 
中村　幸弘
藤本　光宏
森山　眞弓
谷島　一嘉
山本　純雄
内野　直忠
関澤　　繁

現在、宇都宮大学産学地域連携課が担当しております。

宇 都 宮 短 期 大 学

國學院大學栃木短期大学

自 治 医 科 大 学

放送大学栃木学習センター

http://www.consortium-tochigi.jp/

　大学コンソーシアムとちぎではホームページ

を公開しております。大学コンソーシアムにつ

いてはもちろん、学生のみなさんには連携講座

のシラバスが掲載されており、高校生や社会人

の方も受講可能なオリジナル授業科目の申込も

こちらから出来ます。

　また、加盟する各大学の最新情報や、オープ

ンキャンパス情報もチェックできます。




